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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第２期

第１四半期連結
累計期間

第３期
第１四半期連結
累計期間

第２期 　

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

　

売上高（百万円） 127,352 125,643 504,223 　

経常利益（百万円） 4,669 4,145 17,347 　

四半期（当期）純利益（百万円） 2,773 2,503 9,331 　

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
2,375 2,344 9,758 　

純資産額（百万円） 91,279 99,189 98,545 　

総資産額（百万円） 293,784 291,740 291,838 　

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
40.47 36.90 137.08 　

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － 　

自己資本比率（％） 30.5 33.4 33.2 　

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
5,778 1,848 34,762 　

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△2,663 △2,748 △15,594 　

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△3,904 △4,759 △13,561 　

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
7,697 8,431 14,065 　

(注)１．当社は、平成23年４月１日付で日本ミルクコミュニティ㈱および雪印乳業㈱と合併しております。

２．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

３．売上高には、消費税等は含まれておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

５．第２期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号  平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

６．「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第５条の２第２項により、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書を作成しております。

　

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、第２期有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況　

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部に上向きの動きが見られるものの平成23年３月11日に発

生した東日本大震災の影響等により、景気は依然として厳しい状況にあります。

食品業界においては、個人消費に下げ止まりがみられるものの、食料消費支出の減少が続いているうえ、市場競争

の激化や原材料コストの上昇などにより厳しい事業環境が続いております。また、震災によるサプライチェーンの

大規模な寸断等による影響は緩和されつつあるものの、生乳需給の逼迫や電力供給の制約の影響等により今後も厳

しい環境となることが想定されます。

このような経営環境の中、当社は平成23年４月１日をもって日本ミルクコミュニティ㈱および雪印乳業㈱を吸収

合併し、新たなスタートを切りました。

当第１四半期連結累計期間においては、東日本大震災による影響から早期に復旧すべく、生産アイテムの見直し

や原材料等の確保等による商品の安定供給に努めました。

また、「雪印メグミルクグループ中期経営計画（平成21年度～平成25年度）」に掲げた「乳飲料」「デザート」

「ヨーグルト」「ナチュラルチーズ」の４つのカテゴリーにおける「カテゴリー№１戦略」を強力に推進するた

め、テレビコマーシャルを投入し、「ヨーグルト」は恵ブランドの強化、「ナチュラルチーズ」は雪印北海道１００

ブランドの拡大に重点的に取り組みました。

恵ブランドの強化として、当社独自のプロバイオティクス乳酸菌である「ガセリ菌ＳＰ株」と「ビフィズス菌Ｓ

Ｐ株」の２種類の善玉菌を使用、またはそれぞれの乳酸菌が持つ機能性に特化した商品について「恵（ｍｅｇｕｍ

ｉ）ブランド」に統一して商品展開を図るとともに、新商品である４Ｐタイプのフルーツヨーグルトの拡販に努め

ました。

一方、戦略設備投資においては、「さけるチーズ」「ナチュレ恵」の生産設備増強工事を開始し、事業基盤の強化

に向けて生産基盤の構築を進めております。

夏季の使用電力削減の取組みとしては、節電ビズ、サマータイム導入やオフィスおよび工場設備の電力削減対策

（工場間の生産品目調整や対象となる工場への自家発電設備の移設等）により最大使用電力の削減に取り組んで

おります。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は125,643百万円（前年同期比98.7％）、営業利益は

3,629百万円（前年同期比87.5％）、経常利益は4,145百万円（前年同期比88.8％）、四半期純利益は2,503百万円

（前年同期比90.3％）となりました。

　

セグメントごとの当第１四半期連結累計期間の業績は次のとおりです。なお、各セグメントごとの売上高につき

ましては、外部顧客に対する金額を記載しております。

　

①乳製品事業

当事業には、乳製品（チーズ、バター、粉乳等）、油脂（マーガリン等）、育児品（乳幼児用粉乳等）等の製造・販

売が含まれております。

「スライスチーズ」等のプロセスチーズやマーガリン等の油脂部門の販売は低調であったものの、カテゴリー№

１の対象カテゴリーである「ナチュラルチーズ」で生産設備増強を進めている「さけるチーズ」の販売は好調に

推移しました。また、クリームチーズ市場においてはラインナップを強化した個包装タイプの「雪印北海道１００

クリームチーズ（６個入り）」の販売が好調に推移し、クリームチーズ商品全体の販売増加に好影響を与えまし

た。

この結果、当事業における売上高は43,462百万円（前年同期比97.4％）となりました。
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②飲料・デザート類事業

当事業には、飲料（牛乳類、果汁飲料等）、ヨーグルト、デザートの製造・販売が含まれております。

飲料部門では、牛乳やバラエティー豊かな飲料を市場に投入した影響もあり、清涼飲料および果汁飲料は販売に

貢献したものの、前年好調であった加工乳の落ち込みをカバーできず飲料全体では低調でした。

ヨーグルト部門では、計画停電の影響や市場競争の激化の中、恵ブランドの強化に重点的に取組み、主力の「ナ

チュレ恵megumi」が牽引するとともに、新商品の「ナチュレ恵megumiブルーベリー＋いちご」等の４Ｐタイプは、

震災の影響で発売に遅れはあったものの、その後順調に浸透し販売に貢献しました。

この結果、当事業における売上高は62,540百万円（前年同期比97.9％）となりました。

③飼料・種苗事業

当事業には、牛用飼料、牧草・飼料作物種子、野菜種子の製造・販売が含まれております。

配合飼料の販売価格上昇および単体飼料の販売数量増加等により増収となり、当事業における売上高は12,497百

万円（前年同期比105.6％）となりました。

④その他事業

当事業には、不動産賃貸、共同配送センター事業等が含まれております。

当事業における売上高は、7,142百万円（前年同期比102.2％）となりました。

　

（2）財政状態の分析

（資産の部）

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して97百万円の減少となりました。 

　これは主に、受取手形及び売掛金やたな卸資産が増加した一方で、現金及び預金や繰延税金資産が減少したこと

などによります。　

（負債の部）

　当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末と比較して741百万円の減少となりました。 

　これは主に、支払手形及び買掛金が増加した一方で、長期借入金や繰延税金負債が減少したことなどによります。

　

（純資産の部）

　当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末と比較して644百万円の増加となりました。 

　これは主に、利益剰余金が増加したことなどによります。

　

　　

（3）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、8,431百万円となりました。  

　当第１四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの原因は次のとおりです。

　　　　　　                          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

区分

前第１四半期　

連結累計期間　

(22.4.1～22.6.30)　

当第１四半期

連結累計期間

（23.4.1～23.6.30）

　

増減　

　

　営業活動によるキャッシュ・フロー 5,778 1,848 △3,929

　投資活動によるキャッシュ・フロー △2,663 △2,748 △84

　財務活動によるキャッシュ・フロー △3,904 △4,759 △854

　現金及び現金同等物に係る換算差額 29 26 △3

　現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △760 △5,633 △4,872

　現金及び現金同等物の期首残高 8,458 14,065 5,606

　現金及び現金同等物の四半期末残高 7,697 8,431 734

　
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、1,848百万円の収入となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利

益が3,518百万円となったこと、仕入債務の増加によるキャッシュ・フローの増加が4,770百万円となった一方で、

売上債権の増加によるキャッシュ・フローの減少が6,364百万円となったこと、たな卸資産の増加によるキャッ

シュ・フローの減少が1,514百万円となったことによるものです。

前年同四半期連結累計期間と比較すると、3,929百万円の減少となりました。これは主に、税金等調整前四半期純

利益が570百万円減少したこと、たな卸資産の増減が2,725百万円減少したことなどによるものです。　　
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、2,748百万円の支出となりました。これは主に、有形及び無形固定資産の

取得によるものです。

前年同四半期連結累計期間と比較すると、84百万円の減少となりました。これは主に、貸付による支出が84百万

円減少したことなどによるものです。  

　
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、4,759百万円の支出となりました。これは主に、長期借入金の返済により

2,793百万円を支出したこと、配当金の支払いにより1,492百万円を支出したことなどによるものです。
 
前年同四半期連結累計期間と比較すると、854百万円の減少となりました。これは主に、短期借入金の純増減額が

2,834百万円減少した一方で、自己株式の取得が2,127百万円増加したことなどによるものです。

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題において重要な変更はありません。

　

　なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等（会社

法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりであります。

　

①　買収防衛策導入の基本方針

  当社取締役会は、金融商品取引所に当社株式を上場している以上、当社株式は自由に売買が行なわれることを

前提にすべきであり、当社取締役会の同意がない大量買付行為がなされた場合でも、その是非を最終的に判断す

るのは株主の皆様であると考えます。したがいまして、株主の皆様が大量買付行為を評価するために、大量買付

者から当該大量買付行為に関する十分な情報が提供されること、当社取締役会がこれを評価・検討し当該大量

買付行為に関する意見も併せて株主の皆様に情報を提供すること、あるいは必要に応じて当社取締役会が株主

の皆様へ代替案を提示するための相当期間が確保されることが重要であると考えております。これらの考えに

基づき、当社取締役会は、株主の皆様が大量買付行為に応じるか否かを適切にご判断いただけるようにするた

め、以下のとおり、大量買付行為に関するルール（以下「大量買付ルール」といいます。）を定めることとして

おります。当社取締役会は、大量買付者に対して当該大量買付ルールの遵守を求め、このルールに則って十分な

情報が提供された場合は、その内容を評価・検討し、当該大量買付行為に関する意見も併せて株主の皆様に適切

な時期に開示することといたします。

  一方、大量買付者が大量買付ルールを遵守しない場合や、大量買付ルールを遵守した場合であっても、明らか

に当社の企業価値・株主共同の利益を毀損するおそれのある大量買付行為である場合は、新株予約権の無償割

当て等の対抗措置を発動する可能性があります。ただし、当社取締役の保身を排除するために、大量買付者が大

量買付ルールを遵守した場合でも対抗措置を発動することができる要件を限定し、「独立委員会」の勧告を得

て、対抗措置を発動するものといたします。

   

②　大量買付ルールの概要

１）大量買付ルールの基本と大量買付行為の定義

  本買収防衛策の大量買付ルールの基本は、次のとおりです。

（ア）事前に大量買付者から当社取締役会に対して十分な情報の提供がなされること

（イ）当社取締役会による当該提供情報に関する一定の評価期間が経過した後に大量買付行為を開始すること

  また、「大量買付行為」とは、次の買付行為をいい、いずれについても予め当社取締役会が同意したものを

除きます。

（ア）特定株主グループの株式等保有割合を20％以上とすることを目的とする株式等の買付け

（イ）特定株主グループの株式等保有割合が20％以上となる株式等の公開買付け

　    

２）大量買付意向表明書の提出

  大量買付者が大量買付行為を行なおうとする場合には、事前に当社取締役会宛に、大量買付ルールに従う旨

の「大量買付意向表明書」（以下「意向表明書」といいます。）を提出していただくことといたします。意向

表明書には「大量買付者の名称および住所」「設立準拠法」「代表者の氏名」「国内連絡先」「提案する大

量買付けの概要」「大量買付者およびその共同保有者が保有する当社株式等の数」「大量買付ルールを遵守

する旨の誓約」を記載していただきます。

  当社取締役会は、大量買付者から意向表明書を受領したことについてすみやかに情報開示を行ないます。
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３）大量買付情報の提供

  大量買付者には、当社取締役会に対して、当社株主の皆様の判断および当社取締役会の評価・検討のために

十分な情報（以下「大量買付情報」といいます。）を提供していただきます。

  当社取締役会は、意向表明書の受領後５営業日以内に、大量買付者から当初提出していただくべき大量買付

情報のリストを、回答期限を定めて交付します。

  なお、当社取締役会は、当初提出していただいた情報をすみやかに独立委員会に提供するものとします。独

立委員会は、当該情報の内容を確認し、大量買付情報として不十分であると判断した場合には、その都度回答

期限を定めて、十分な大量買付情報が揃うまで追加的に情報の提供を求めるよう、当社取締役会に勧告するも

のとします。

  独立委員会は、必要な情報が揃ったと判断した時点で、大量買付情報の提出が完了した旨を当該大量買付者

に書面で通知することおよびその旨の情報開示を行なうよう当社取締役会に勧告するものとします。また、当

該大量買付情報が株主の皆様の判断のために必要であると認められる場合には、適切と判断する時点で、その

全部または一部を開示するよう当社取締役会に勧告するものとします。

　 

４）当社が要請する情報内容

  大量買付者に提供していただく大量買付情報の主な項目は次のとおりです。

（ア）大量買付者およびそのグループの詳細

共同保有者および特別関係者（ファンドの場合は組合員その他の構成者を含む。）の具体的名称、資本構

成または主要出資者、経歴・沿革、事業内容、財務内容、当社事業と同様の企業・事業経験、同種事業の場

合のセグメント情報、大量買付経験と対象企業のその後の状況等

（イ）大量買付行為の目的、方法および内容

目的、買付時期、買付方法、買付対価の価額・種類、関連する取引の仕組み、買付方法の適法性等

（ウ）買付対価の算定根拠

算定の数値、算定の前提となる事実、算定方法、算定担当者または企業、大量買付けにより生じることが予

想される影響額およびその算定根拠、そのうち他の株主に対して分配される影響額と算定根拠等

（エ）買付資金の裏付け

資金調達方法、資金提供者の有無および具体的名称（実質的提供者を含む。）、資金調達に係る取引

（オ）大量買付行為完了後の当社経営方針および事業計画

意図する当社と当社グループの経営方針、事業計画、財務計画、資本政策、資産活用策、これら事業計画の

実現可能性と予想されるリスク

（カ）大量買付行為完了後の取引拡大等により得られる大量買付者と当社の相乗効果

（キ）当社の利害関係者（当社従業員、取引先、顧客、地域社会等）に関する対応方針および影響

（ク）当社の他の株主様との利益相反を回避するための具体的方策

（ケ）その他当社取締役会または独立委員会が合理的に必要と判断する情報

 

５）評価期間

  当社取締役会は、大量買付行為の評価、検討、交渉、意見形成および代替案立案等を行なうための期間（以下

「評価期間」といいます。）として、当該大量買付行為の内容に応じて次の（ア）または（イ）による期間を

設定します。大量買付行為は、次の評価期間が経過した後にのみ実施されるものとします。

 （ア）60日：現金を対価とする公開買付けによる当社全株式等の買付けの場合

 （イ）90日：その他の大量買付けの場合

  上記期間には、独立委員会が当該大量買付行為に関する検討に要する期間および当社取締役会に対し対抗

措置を発動すべきか否かを勧告するまでに要する期間を含みます。　　　　

  ただし、独立委員会は、当社取締役会が、大量買付行為の内容の検討、大量買付者との交渉、代替案の作成等

を行なうために必要な範囲内で評価期間を延長することを当社取締役会に勧告できるものとします。当社取

締役会が評価期間を延長することを決議した場合には、評価期間を延長する理由、延長期間、その他公表すべ

き事項について、当該延長の取締役会決定後すみやかに大量買付者への通知および情報開示を行なうものと

します。
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６）取締役会による意見・代替案の提示

  当社取締役会は、評価期間内において、独立委員会と連携を取りながら、当社の企業価値・株主共同の利益

に資するか否かの観点で、大量買付者から提供された大量買付情報の評価・検討を行ないます。当社取締役会

は、必要に応じて大量買付者と協議・交渉を行ない、大量買付けに関する提案内容の改善を大量買付者に要求

すること、あるいは、株主の皆様に対して代替案を提示することがあります。

　

（5）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は901百万円です。

　（セグメントごとの内訳は、乳製品事業386百万円、飲料・デザート類事業306百万円、飼料・種苗事業208百万円で

す。）

　なお、当第１四半期連結累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 280,000,000

計 280,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末　
現在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年8月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 70,751,855 70,751,855

東京証券取引所

（市場第１部）

札幌証券取引所　

単元株式数

100株

計 70,751,855 70,751,855 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

  

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式　
総数増減数
（株）

発行済株式　
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金　
増減額
（百万円）

資本準備金　
残高
（百万円）

 平成23年４月１日～

 平成23年６月30日　
－ 70,751,855 － 20,000 － 5,000

　　

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成23年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式　  1,380,300

　

（相互保有株式）

普通株式    1,513,300

　

―

　

―

―

完全議決権株式（その他） 普通株式   67,287,100     672,871 ―

単元未満株式 普通株式      571,155 ― ―

発行済株式総数   70,751,855 ― ―

総株主の議決権 ― 672,871 ―

（注）１  単元未満株式には当社所有の自己株式2株、及び相互保有株式48株が含まれております。

２  証券保管振替機構名義の株式が、「完全議決権株式（その他）」欄に1,100株、「単元未満株式」欄に80株、

それぞれ含まれております。また、「議決権の数」欄に同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数　11個

が含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成23年３月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有　
株式数（株）

他人名義所有　
株式数（株）

所有株式数の　
合計（株）

発行済株式総数に　
対する所有株式数の
割合（％）

（自己保有株式）

雪印メグミルク　

株式会社

札幌市東区苗穂町

６－１－１
1,380,300 ― 1,380,300 1.95 

（相互保有株式）

雪印乳業株式会社

札幌市東区苗穂町

６－１－１
1,513,300 ― 1,513,300 2.13 

計 ― 2,893,600 ― 2,893,600 4.08 

  （注）当第１四半期末（平成23年６月30日）の自己保有株式は、2,894,259株（発行済株式総数に対する所有株式数の

割合4.09％）となっております。なお、当社が平成23年４月１日に雪印乳業㈱を吸収合併したことにより雪印乳

業㈱が保有していた親会社株式1,513,348株は自己保有株式となっております。　

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下、「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。　

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 14,825 9,210

受取手形及び売掛金 ※1
 54,692

※1
 61,056

商品及び製品 23,278 25,242

仕掛品 866 930

原材料及び貯蔵品 9,242 8,736

繰延税金資産 7,549 7,585

その他 7,652 7,520

貸倒引当金 △719 △716

流動資産合計 117,387 119,566

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 27,796 27,725

機械装置及び運搬具（純額） 34,088 33,659

土地 67,548 67,646

その他（純額） 6,603 8,089

有形固定資産合計 136,037 137,120

無形固定資産

のれん 4,856 4,509

その他 4,216 3,766

無形固定資産合計 9,073 8,276

投資その他の資産

投資有価証券 17,265 17,363

繰延税金資産 7,748 5,272

その他 5,598 5,343

貸倒引当金 △1,271 △1,200

投資その他の資産合計 29,340 26,778

固定資産合計 174,451 172,174

資産合計 291,838 291,740
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 50,772 55,925

短期借入金 24,960 25,705

未払法人税等 1,127 662

賞与引当金 3,916 2,082

資産除去債務 262 285

その他 24,848 25,430

流動負債合計 105,889 110,091

固定負債

長期借入金 52,610 48,968

繰延税金負債 3,145 1,187

再評価に係る繰延税金負債 10,005 10,180

退職給付引当金 10,753 11,021

役員退職慰労引当金 337 319

ギフト券引換引当金 237 232

資産除去債務 339 317

負ののれん 1,823 1,571

その他 8,151 8,659

固定負債合計 87,404 82,459

負債合計 193,293 192,551

純資産の部

株主資本

資本金 20,000 20,000

資本剰余金 17,580 17,580

利益剰余金 47,976 48,783

自己株式 △4,520 △4,521

株主資本合計 81,037 81,843

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 864 864

繰延ヘッジ損益 63 △4

土地再評価差額金 14,854 14,679

為替換算調整勘定 4 119

その他の包括利益累計額合計 15,787 15,659

少数株主持分 1,720 1,686

純資産合計 98,545 99,189

負債純資産合計 291,838 291,740
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 127,352 125,643

売上原価 92,814 92,465

売上総利益 34,537 33,177

販売費及び一般管理費 30,390 29,548

営業利益 4,146 3,629

営業外収益

受取利息 10 11

受取配当金 273 157

負ののれん償却額 252 252

持分法による投資利益 90 190

その他 366 243

営業外収益合計 993 855

営業外費用

支払利息 351 259

その他 120 79

営業外費用合計 471 339

経常利益 4,669 4,145

特別利益

固定資産売却益 1 23

貸倒引当金戻入額 21 －

受取補償金 13 －

その他 11 13

特別利益合計 47 37

特別損失

固定資産売却損 0 5

固定資産除却損 169 157

減損損失 7 0

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 419 －

災害による損失 － 176

合併関連費用 － 273

その他 31 51

特別損失合計 628 664

税金等調整前四半期純利益 4,088 3,518

法人税等 1,318 1,046

少数株主損益調整前四半期純利益 2,770 2,472

少数株主損失（△） △3 △31

四半期純利益 2,773 2,503
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 2,770 2,472

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △344 0

繰延ヘッジ損益 △102 △68

為替換算調整勘定 76 78

土地再評価差額金 － △175

持分法適用会社に対する持分相当額 △24 36

その他の包括利益合計 △395 △127

四半期包括利益 2,375 2,344

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,381 2,375

少数株主に係る四半期包括利益 △6 △31
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 4,088 3,518

減価償却費 2,916 3,102

減損損失 7 0

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 419 －

災害損失 － 176

持分法による投資損益（△は益） △90 △190

のれん償却額 346 346

負ののれん償却額 △252 △252

貸倒引当金の増減額（△は減少） △54 △73

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,526 △1,834

退職給付引当金の増減額（△は減少） 209 268

ギフト券引換引当金の増減額（△は減少） △3 △5

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2 △18

固定資産除売却損益（△は益） 168 138

受取利息及び受取配当金 △284 △169

支払利息 351 259

売上債権の増減額（△は増加） △3,932 △6,364

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,210 △1,514

仕入債務の増減額（△は減少） 2,630 4,770

その他 437 1,276

小計 6,642 3,436

利息及び配当金の受取額 412 277

利息の支払額 △347 △319

災害損失の支払額 － △619

法人税等の支払額 △929 △926

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,778 1,848

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △185 △20

定期預金の払戻による収入 － 10

有価証券の償還による収入 100 －

貸付けによる支出 △6 △90

貸付金の回収による収入 126 176

有形及び無形固定資産の取得による支出 △2,694 △2,865

有形及び無形固定資産の売却による収入 2 27

投資有価証券の取得による支出 △7 △3

投資有価証券の売却による収入 1 17

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,663 △2,748
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,730 △104

長期借入金の返済による支出 △2,373 △2,793

自己株式の取得による支出 △2,128 △0

配当金の支払額 △1,731 △1,492

少数株主への配当金の支払額 △2 △3

その他 △398 △365

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,904 △4,759

現金及び現金同等物に係る換算差額 29 26

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △760 △5,633

現金及び現金同等物の期首残高 8,458 14,065

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 7,697

※
 8,431
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】
　

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

前連結会計年度において連結子会社でありました日本ミルクコミュニティ㈱および雪印乳業㈱は、平成23年４月１日

付の当社との合併により、消滅しております。　

　

　

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。　

　

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）
　

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（平成23年６月30日）

※１ 受取手形裏書譲渡高は14百万円です。　 ※１  受取手形裏書譲渡高は15百万円です。　

　 ２ 保証債務

　　　下記相手先の運転資金、住宅資金借入に対して総額

　　　101百万円の保証を行っております。

　 ２ 保証債務

　　　下記相手先の運転資金、住宅資金借入に対して総額

　　　89百万円の保証を行っております。

従業員 7百万円

北海道農材工業㈱ 83百万円

岩廣牧場 9百万円　

従業員 9百万円

北海道農材工業㈱ 71百万円

岩廣牧場 7百万円　

　　　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）
　

前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年６月30日現在）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成23年６月30日現在）

現金及び預金勘定 8,570百万円　

預入期間が３ケ月を
超える定期預金

△873百万円　

現金及び現金同等物 7,697百万円　

現金及び預金勘定 9,210百万円　

預入期間が３ケ月を
超える定期預金

△778百万円　

現金及び現金同等物 8,431百万円　
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（株主資本等関係）

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日）

配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年６月28日

定時株主総会
普通株式 1,768 25.00 平成22年３月31日 平成22年６月29日利益剰余金

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日）

配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月28日

定時株主総会
普通株式 1,696 25.00 平成23年３月31日 平成23年６月29日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　　

報告セグメント
その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３
乳製品

飲料・

デザート類
飼料・種苗 計

売上高         

外部顧客への売上高 44,638 63,898 11,829 120,366 6,985 127,352 － 127,352 

セグメント間の内部

売上高又は振替高
4,069 57 213 4,339 2,674 7,014 (7,014) － 

計 48,708 63,955 12,042 124,706 9,660 134,367 (7,014)127,352 

セグメント利益 2,963 59 829 3,852 210 4,062 84 4,146 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業及び

共同配送センター事業等が含まれております。

２．セグメント利益の調整額 84百万円は、セグメント間の取引消去金額であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　　

報告セグメント
その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３
乳製品

飲料・

デザート類
飼料・種苗 計

売上高         

外部顧客への売上高 43,462 62,540 12,497 118,500 7,142 125,643 － 125,643 

セグメント間の内部

売上高又は振替高
71 4 236 312 2,747 3,059 (3,059) － 

計 43,534 62,544 12,734 118,813 9,889 128,703 (3,059)125,643 

セグメント利益

又は損失（△）
3,067 △372 632 3,327 280 3,608 20 3,629 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業及び

共同配送センター事業等が含まれております。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額 20百万円は、セグメント間の取引消去金額であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 40円47銭 36円90銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（百万円） 2,773 2,503

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 2,773 2,503

普通株式の期中平均株式数（株） 68,542,165 67,857,863

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

　

２【その他】

　該当事項はありません。 　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

　

平成23年８月11日

雪印メグミルク株式会社

取締役会　御中
　

新日本有限責任監査法人
　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 玉井　哲史　　印

　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山口　俊夫　　印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている雪印メグミルク株式

会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、雪印メグミルク株式会社及び連結子会社の平成23年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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